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⑴　変動帯…地
じ

震
しん

の震源や火山が帯のように連なり，大地の変動が

活発。太平洋を取り囲む環太平洋地域や，アルプス山脈からヒマ

ラヤ山脈，インドネシア東部にかけての地域。火山の活動や地震

が少ない地域の多くは，風化・侵
しん

食
しょく

による平たんな地形が広がる。

⑵　山地…日本の陸地の約４分の３が山地・丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

。本州中央部の飛
ひ

驒
だ

・木
き

曽
そ

・赤石山脈は日本アルプスとよばれ，これより西側の山地は東

西に連なる。一方，フォッサマグナの東側では山地が南北に連なる。

⑶　日本の川…流れる距離が短く，急流で，流域面積がせまい。

⑷　平地…海に面した平野，内陸の山に囲まれた盆
ぼん

地
ち

に分かれる。扇
せん

状
じょう

地
ち

・三角州・台地などの地形も見られる。

⑸　海岸…砂浜海岸には砂丘が発達。岩場が続く岩石海岸。湾
わん

と岬
みさき

が連

続するリアス海岸が見られるところもある。

⑹　海…日本は海に囲まれた海洋国（島国），近海には，深さ約200ｍまで

の大
たい

陸
りく

棚
だな

や，深さ8000ｍをこえる海
かい

溝
こう

。東日本の太平洋沖に暖流の黒

潮（日本海流）と寒流の親潮（千島海流）がぶつかる潮
しお

境
ざかい

。

⑴　温帯…地中海性気候や西岸海洋性気候，日本の大部分が含まれる温暖湿
しつ

潤
じゅん

気候に分かれる。日本は季節風（モ

ンスーン）の影響が強く，四季が明確。梅
つ

雨
ゆ

の時期は降水量が多い。台風による風水害もおきやすい。

⑵　地域ごとの気候…南西諸島や小
お

笠
がさ

原
わら

諸島は亜熱帯。北海道は冷帯（亜
あ

寒帯）で，梅雨がない。冬の季節風は日

本海側に雪や雨を，太平洋側に晴天の日をもたらす。山地に囲まれた瀬戸内と中央高地は，降水量が少ない。

⑴　自然災害…地震 土砂くずれ，液状化，津
つ

波
なみ

。火山 火山灰の噴出，火
か

砕
さい

流
りゅう

。梅雨や台風による大雨 河川

のはんらん，土砂くずれ，土石流，強風・高潮。夏の低温で作物の生育が悪くなる冷害。干害。雪
な だ れ

崩。

⑵　被災地支援・防災…自衛隊の救命・救出活動。ボランティアの活動。防災マップ（ハザードマップ）の作成。

2011年の東日本大震災をきっかけに，都道府県・市区町村・住民の防災・減災への取り組みが変化。

地形から見た日本の特色（図表のワーク 　①～⑪）教科書 P.₁₅₈～₁₆₁1

アフリカ大陸東部，大西洋中央部にも多い

世界の屋根

北海道の気候（冷帯）
ほっかいどう

日本海側の気候
に ほんかいがわ

太平洋側の気候
たいへいようがわ

南西諸島の気候（亜熱帯）
なんせいしょとう あ ねったい

中央高地
の気候

ちゅうおうこう ち

瀬戸内の気候
せ と うち

暖流
寒流

リマン海流

対馬海流
つしま

黒潮
（日本海流）

くろしお

親潮
（千島海流）

おやしお

ち しま

▲Ⓓ日本の気候区分と海流▲Ⓓ日本の気候区分と海流　

水田に利用 果樹園などに利用

畑に利用

鳥取砂丘や新潟砂丘など

三陸海岸や志摩半島など。

豊かな漁場となる
気候から見た日本の特色（図表のワーク 　⑫～⑰）教科書 P.₁₆₂・₁₆₃2

緯度が高いわりに冬も暖かい

中国山地と四国山地
自然災害と防災・減災への取り組み（図表のワーク 　⑱～�）教科書 P.₁₆₄～₁₆₇3

事前の対策で自然災害による被害をできるだけ小さくしようという考え方
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1400120010008006004002000
河口からの距離（km）

（m）

常願寺川
じょうがん じ

セーヌ川

ナイル川

アマゾン川

（「日本の川〈日本の自然３〉」他）

信濃川
しな の

標
高

▲Ⓑ日本と世界の川の流れ▲Ⓑ日本と世界の川の流れ

砂丘 砂浜海岸

台地
平野 丘陵

リ
ア
ス
海
岸砂丘

三角州三角州
砂浜海岸

扇状地扇状地台地

盆地盆地

山脈

川が運んだ細かい土砂
でうめ立てられた平地

川が山間部から平地に出た所に
土砂がたまってできた扇形の地形

高地

平野

高原高原

丘陵

リ
ア
ス
海
岸

▲Ⓒ山地と平地，海岸の地形▲Ⓒ山地と平地，海岸の地形

石狩川

北上川

利根川

最上川

信濃川

琵琶湖

筑後川

淀川

木曽川
吉野川

太平洋

オホーツク海

日本海

東シナ海

石狩平野
十勝平野

日高山脈
根釧台地

奥羽山脈
北上高地

仙台平野

出羽山地
庄内平野

越後平野

飛驒山脈
濃尾平野

中国山地

筑紫平野

九州山地

四国山地

紀伊山地 木曽山脈
赤石山脈
関東山地

関東平野

日本海溝

越後山脈

国土面積
37万
7972km2

（平成29年「日本統計年鑑」他）

低地
13.8

その他 2.4
台地
11.0

山地，丘陵地
72.8％

ちきゅうりょう

国土は山がちである▲Ⓐ日本のおもな山脈，川，平野▲Ⓐ日本のおもな山脈，川，平野　国土は山がちである

教科書

学習のまとめ

単元
P.158〜167日本の地域的特色と地域区分⑴2
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東北地方を南北に連なる

山脈⑥

山脈⑨

川⑪

南部に出入りの複雑な

海岸が続く三陸海岸⑦

⑧海岸の広がる④

東側と西側で地形の特徴が変わる

②

鳥取砂丘

日本の地形

木曽山脈
き そ

赤石山脈
あかいし

③

暖流の

日本列島は，環太平洋地域の

属し，火山の活動や地震の発生が活発

に① 北海道東部の 台地⑤

有明海に面している 平野⑩

日本アルプスの１つ

四国東部を流れる

深さ8000mをこえる

釧路気温
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（気象庁資料）
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くし ろ な は

日本の気候区分と自然災害

がおき⑲

瀬戸内地方では雨が少ない

年に

やすい

で発生した

た地域

2011年３月11日の

がおきやすい㉒

東北地方北東部では夏の低温による

などの熱帯低気圧㉓

南西諸島では夏から秋にかけて

による風水害がおきやすい

㉔

㉓や梅雨による大雨は河川のは

んらんや土砂くずれ，

などを引きおこす

つ ゆ

高松 名古屋

松本
金沢

釧路

北海道
の気候

日本海側の気候

⑮の気候

⑭の気候

南
西
諸
島
の
気
候
那覇

日本海側や山岳地域では雪が

くずれ落ちる

が発生しやすい

⑱

帯に含まれる
北海道の気候

⑫
年間を通して雨が
少ない

の気候

⑭

冬はかわいた晴れ
の天気が続く

の気候

⑮

山地にはさまれ

の少ない瀬戸内
の気候

せ と うち

⑯
や雪の多い日本
海側の気候

に雨⑬

帯に含まれる
南西諸島の気
候

⑰

瀬戸内の気候

の被害を受け

⑳

㉑

学習のまとめを見て
図表を完成させよう図 表 の ワ ー ク
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次の文中の にあてはまる語句や数字を答えなさい。

⑴　太平洋を取り囲む環
かん

太平洋地域や，アルプス山脈からヒマラヤ山脈，インドネシア東部にかけての

には地
じ

震
しん

の震源や火山が帯のように連なっている。 （ ）

⑵　⑴の活動が少ない平たんな地形は，数億年以上の風化や の作用で形成された。（ ）

⑶　日本列島は，陸地の約４分の を山地・丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

が占めている。 （ ）

⑷　飛
ひ

驒
だ

・木曽・赤石山脈は，ヨーロッパの山脈になぞらえて とよばれる。 （ ）

⑸　⑷の東側に南北にのびる を境に，東西で地形が変わり，東側では山地が南北に連なる。

 （ ）

⑹　日本の川は流れる距離が短く，急流で， がせまい。 （ ）

⑺　平地のうち，海に面した部分を という。 （ ）

⑻　川が山間部から平野や盆地に出た所に土砂が積もってできた地形を という。 （ ）

⑼　川が海や湖に流れ込む所に土砂が積もってできた地形を という。 （ ）

⑽　一面砂におおわれた 海岸には，砂
さ

丘
きゅう

が発達している所がある。 （ ）

⑾　三陸海岸などに見られる は，奥行きのある湾
わん

と岬
みさき

が連続し，複雑な海岸線となっている。

 （ ）

⑿　日本列島の周辺には，深さ約200ｍまでの平たんな という海底が広がる。 （ ）

⒀　東日本の太平洋沖から小
お

笠
がさ

原
わら

諸島の東までの海底には，深い が連なる。 （ ）

⒁　暖流の ① と寒流の ② が東日本の太平洋沖でぶつかり，潮
しお

境
ざかい

となっている。

 ①（ ）　②（ ）

⒂　日本海には⒁の①から分かれた が，日本列島に沿って北上している。 （ ）

次の問いに答えなさい。

⑴　温帯のうち，夏は乾燥し，雨はおもに冬に降る気候を何というか。 （ ）

⑵　温帯のうち，緯
い

度
ど

が高いわりに温暖で，一年を通じて一定の降水がある気候を何というか。

 （ ）

⑶　温帯のうち，日本の大部分が属する気候を何というか。 （ ）

⑷　日本の気候に影響をあたえている，夏は太平洋から，冬はシベリアから吹く風を何というか。

 （ ）

⑸　本州以南で初夏にみられる，降水量が多くなる時期を何というか。 （ ）

⑹　雨の多い南西諸島や小
お

笠
がさ

原
わら

諸島の，熱帯に近い気候を何というか。 （ ）

⑺　年間の降水量が少なく，冬の気温がかなり低くなる北海道が属する気候帯を何というか。

 （ ）

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　震源が海底であった2011年の ① では，広範囲の海岸に ② が押しよせ，大きな被害が出た。また，

地盤の ③ 化もおこった。 ①（ ）　②（ ）　③（ ）

⑵　ふだんから自然災害の被害予測や避難場所などをまとめた地図である を確認しておき，実際に災害

がおきた場合に適切な行動をとれるようしておくことが大切である。 （ ）

1 地形から見た日本の特色

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□
□

□

2 気候から見た日本の特色

□

□

□

□

□

□

□

自然災害と防災・減災への取り組み3

□
□
□
□

確　認　問　題 →類題演習　P.102
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1 地形を分類した右の表を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　表中の①～⑥にあてはまる地形を，次から

それぞれ選びなさい。

　

⑵　表中のＡについて，中央高地には標高3000

ｍ前後の山々が連なっている。この地域をヨ

ーロッパの地形にちなんで何とよぶか。

⑶　日本の国土面積（約38万km2）の約４分の３

を占めている表中のＢや山地の面積を，次か

ら選び記号で答えなさい。

ア　約９万km2　　イ　19万km2

ウ　約23万km2　　エ　29万km2

⑷　日本の周辺を流れる暖流を２つ答えなさい。

⑸　日本列島が含まれる，地震の震源や火山が

帯のように分布する場所を何というか。

2 右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　地図中のＡ～Ｆは，日本の気候を６つ

に区分したものである。亜熱帯ともよば

れる気候をＡ～Ｆから選び，記号で答え

なさい。

⑵　右下の雨温図Ｘ・Ｙで特色を示した気

候を，地図中のＡ～Ｆからそれぞれ選び，

記号で答えなさい。

⑶　右のＸの雨温図の気候を除く日本は，

温帯の中でも特に春夏秋冬の がは

っきりしている。 にあてはまる語

句を答えなさい。

⑷　日本の気候は，地図中に で示した，夏と冬で向きが

変わる風の影響を強く受けている。この風を何というか。

⑸　日本列島は大地の動きや気象による自然災害を受けやすい。

次の①～④で述べた自然災害をそれぞれ答えなさい。

①　山腹に積もった雪が大量にくずれ落ちてくる。

②　夏の低温により作物の生育が悪くなる。

③　火山からふき出した高温のガスや溶岩が，高速で流れ下

る。

④　地震によって，高い波が発生しておしよせてくる。

陸上の地形

（　①　） Ａ山が列状に連なる場
所

高地
標高が高く，起伏が大
きくない場所

（　②　）
標高が高く，起伏が小
さい場所

Ｂ丘陵
標高が低く，起伏が小
さい場所

（　③　）
標高が低く，海に面し
た平たんな場所

盆
ぼん

地
ち 山に囲まれた平たんな

場所

（　④　）
（　③　）や盆地のうち，
一段高い平たんな場所

海底の地形

（　⑤　）
深さ約200ｍまでの平
たんな場所

（　⑥　）
プレートがほかのプレ
ートにしずみこむ溝状
の深い場所

□
□
□
□
□
□

平野　　高原　　海
かい

溝
こう

　

台地　　山脈　　大
たい

陸
りく

棚
だな

□

□

□
□
□

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

□

□
□

□
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（気象庁資料）
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□

□

□

□

□

1　 学習の
まとめ

　 1

2　 学習の
まとめ

　 2・ 3

⑵

⑶

⑴

⑶

⑷

⑴　①

⑸　①

⑵　Ｘ

②

②

Ｙ

③

③

④

④

⑤

⑥

⑷

⑸

練　習　問　題
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1 右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

　

⑴　上の図Ⅰは，地図中のＡ－Ｂの線に沿

った断面図を示している。図Ⅰ中の①に

は，深さ200ｍまでの平たんな海底地形が

見られる。このような地形を何というか。

⑵　図Ⅰ中の②の地域に広がる平野の名前

を答えなさい。

⑶　図Ⅰ中の③の海底は，深さ8000ｍをこ

える深い溝となっている。この地形を何というか。

⑷　地図中のア～エのうち，日本アルプスがある地域を選び，記号で答えなさい。

⑸　地図中のＣ～Ｅの海流の名をそれぞれ答えなさい。

⑹　地図中のＥの海流が沖合に流れる沿岸部で，リア

ス海岸が見られる地域を，次から選んで答えなさい。

〔若
わか

狭
さ

湾　　宮崎平野　　三陸海岸　　鳥
とっ

取
とり

平野〕

⑺　図Ⅱの④・⑤の地形名を答えなさい。また，④・

⑤の地形ができた原因には，共通点がある。どのよ

うな働きによってできたか，簡単に説明しなさい。

2 右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　温帯のうち，地図中にＡ

～Ｃで示した気候を，次か

らそれぞれ選んで答えなさ

い。

⑵　地図中のＸの国から８月の東京へ旅行にきた人は，東京の気候に対してどのよ

うな感想を持つと考えられるか，Ｘの国と比較したうえで説明しなさい。

⑶　2011年に地図中のＹを震源としておきた地震にともなう災害を何というか。

⑷　変動帯に含まれない地域を，地図中のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

⑸　地図中のＹでおこった地震の被災地では，がれきの撤去や避難所でのたき出し

などで，各地から無償で支援活動を行う が集まった。 にあてはまる

語句をカタカナで答えなさい。

Ⅰ
A B②

③●①

海面

暖流
寒流

ア

イ

ウ

エ

A

B

C

E

D

リマン海流

□

□

□

□

□

低地

海

山
台地

Ⅱ

④

⑤

□

□
□
□

A

Ｙ

Ｘ

B
C

ア

ウ

エ
イ

□
□
□

温暖湿
しつ

潤
じゅん

気候

西岸海洋性気候

地中海性気候

□

□

□

□

2の答え

⑴　

⑵

⑶

⑷

⑸Ｃ

⑹　

Ｄ

Ｅ

⑤

⑺　④

共通点

⑴Ａ

Ｂ

Ｃ

⑸

⑷

⑶

⑵

1の答え

Keyプラス
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1 次の地形の模式図を見て，問いに答えなさい。

⑴　図中のＡは，山に囲まれた平地である。これを

何というか。 （ ）

⑵　図中のＢの地形は，奥行きのある湾
わん

と岬
みさき

が連続

している。この湾の部分は，人々によってどのよ

うに利用されることが多いか。簡単に書きなさい。

 　

⑶　図中のＣについて，扇
せん

状
じょう

地
ち

の特色を表している

等高線の形を，次から選び，記号で答えなさい。

　 （ ）

⑷　図中のＣやＤの地形は，川が運んできた土砂によってつくられている。

日本列島を流れる川の流れには，どのような特色があるか。大陸に見られ

る川と比べて，「距離」と「流域面積」の２つの語句を使って説明しなさい。

 （ ）

⑸　図中のＢ・Ｅの地形が見られる地域を，左の地図中のア～カから２つず

つ選び，記号で答えなさい。 Ｂ（ ）（ ）

 Ｅ（ ）（ ）

⑹　図中のＦについて，東日本の太平洋沖で暖流と寒流がぶつかり，よい漁

場になっている海域を何というか。 （ ）

2 次の雨温図を見て，問いに答えなさい。

⑴　①と②は同じ温帯であるが，年間を通した気温と降

水量の変化によって異なる気候に分けられる。それぞ

れの気候名を答えなさい。

 ①（ ）　　②（ ）

⑵　①の雨温図のＸは降水量の多い Ａ という時期に

あたり，Ｙは熱帯付近で発生した Ｂ という熱帯低

気圧がしばしば風水害を引き起こす時期にあたる。

Ａ・Ｂにあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。 Ａ（ ）　　Ｂ（ ）

⑶　ＡやＢによる大雨で，土砂が川などを流れ下る自然災害を何というか。 （ ）

⑷　自然災害が起きたときの対策として作成されている防災マップ（ハザードマップ）とはどのような地図か。

 （ ）

⑸　③は，①とほぼ同じ緯
い

度
ど

に位置する日本海側の都市であるが，冬の降水量にちがいが見られる。そのちが

いについて，原因となっている風の名を用いて簡単に説明しなさい。

（ ）

山脈山脈

Ｅ砂丘Ｅ砂丘

Ｆ海Ｆ海
砂浜海岸砂浜海岸

Ｄ三角州Ｄ三角州

Ｃ扇状地Ｃ扇状地

ＡＡ

リ
ア
ス
海
岸

リ
ＢＢ
ア
ス
海
岸

□

□（ ）

ア イ ウ エ □

イ

ウ

エ

オ

カ

ア

□

□□

□□

□

（気象庁資料他）
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①名古屋

X Y
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②ロンドン
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③大田（島根県）

□ □

□ □

□

□

□

得点アップ！ここで
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1 右の資料を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.168～171，180・181 （各 4 点）

⑴　資料Ⅰについて，次の問いに答えなさい。

①　65歳以上の人口の割合が28％以上～30％未満の都道府県は

いくつあるか。数字で答えなさい。 （ ）

②　65歳以上の人口の割合が増加し，出生数が減少していくこ

とを何というか。答えなさい。 （ ）

③　65歳以上の人口の割合が高い地域では，著しく人口の減少

が進み，経済が衰退している。このような現象を何というか。

 （ ）

④　③が進む地域で発生する問題として誤っているものを，次

から選び，記号で答えなさい。

ア　仕事の機会が減る。　　　　イ　公共施
し

設
せつ

が統合される。

ウ　鉄道・バスが減便される。

エ　ごみ処理施設が不足する。 （ ）

⑤　Ａ～Ｃの都市を中心とする都市圏を合わせて何というか。 （ ）

⑵　資料Ⅱ中のＡ～Ｃにあてはまる鉱産資源の

組み合わせとして正しいものを，次のア～エ

から選び，記号で答えなさい。

ア　Ａ－鉄鉱石　Ｂ－石炭　　Ｃ－石油

イ　Ａ－鉄鉱石　Ｂ－石油　　Ｃ－石炭

ウ　Ａ－石油　　Ｂ－石炭　　Ｃ－鉄鉱石

エ　Ａ－石油　　Ｂ－鉄鉱石　Ｃ－石炭

オ　Ａ－石炭　　Ｂ－石油　　Ｃ－鉄鉱石

カ　Ａ－石炭　　Ｂ－鉄鉱石　Ｃ－石油

 （ ）

⑶　資料Ⅲ・Ⅳについて，次の問いに答えなさい。

①　資料Ⅲ中のＸにあてはまるものを，次から選び，記号で答え

なさい。

　ア　原子力　　イ　太陽光　　ウ　水力　　エ　火力

　 （ ）

②　地球温暖化の原因の１つとなるガスをまとめて何というか。

また，そのガスの排出量が最も多い発電所の分布を，資料Ⅳ中

のア～エから選び，記号で答えなさい。

 ガス（ ）

 発電所（ ）

（総務省）（2019年）

32％以上
30～32％
28～30％
28％未満

Ⅰ　都道府県別65歳以上人口の割合

C B
A

□

□

□

□

□

□ Ⅱ　おもな鉱産資源の輸入先

サウジアラビア
35.8％

オーストラリア
58.7％

オーストラリア
57.3％

ブラジル
26.3

アラブ首長国連邦
29.7

（2019年）

その他
10.2

カタール

8.8

15.1 ロシア
10.8

6.2

（2020/21年版「日本国勢図会」）

A

インドネシア

B

カナダ

C

25.7
その他

その他
15.4

Ⅲ　日本の発電量の割合

X
85.5％

Y
8.9

その他 2.5

（2017年度）
Z 3.1

（2020/21年版「日本国勢図会」）□

□
□

Ⅳ　おもな発電所の分布
ア
イ
ウ
エ

（2017年版「電気事業便覧」他）（2017年）

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

標準編

25P.168~177，180・181

日本の地域的特色と地域区分⑵
日本の地域的特色と地域区分⑶

単元3
単元4
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2 次の問いに答えなさい。⇨教科書P.172～177 （⑷⑻完答，⑵各３点，他各４点）

⑴　国内で消費される食料に占める，国内で生産された食料の割合を

何というか。 （ ）

⑵　Ⅰのグラフは，①米，②小麦，③肉類，④野菜のいずれかの⑴を

示している。①～④にあてはまるものを，Ⅰのグラフ中のア～エか

らそれぞれ選び，記号で答えなさい。

 ①（ ）　②（ ）　③（ ）　④（ ）

⑶　第二次産業について，次の問いに答えなさい。

①　Ⅱの地図中のＸには，工業地域が帯状に連なっている。この地

域を何というか。 （ ）

②　Ⅱの地図中のＡ～Ｃの工業地帯の名を，それぞれ答えなさい。

 Ａ（ ）

 Ｂ（ ）

 Ｃ（ ）

③　1980年代後半から，生産費用の安いアジアなどの国へ工場を移

転する企業が増加し，国内の工業がおとろえつつある。これを何

というか。 （ ）

⑷　第三次産業にあてはまるものを，次からすべて選び，記号で答え

なさい。

ア　商業　　イ　林業　　ウ　建設業

エ　鉱業　　オ　サービス業

 （ ）

⑸　Ⅱの地図中に で示した高速交通網を何というか。 （ ）

⑹　Ⅱの地図中のＹの湾の海上にある国際空港を次から選び，記号で答えなさい。 （ ）

ア　関西空港　　　イ　成田空港

ウ　新千歳空港　　エ　中部空港

⑺　Ⅲのグラフは，国内の貨物輸送量の割合の変化を示している。Ⅲ

のグラフのＰ～Ｒの輸送機関の特色を次からそれぞれ選び，記号で

答えなさい。

ア　重くて体積の大きい石油や石炭などの輸送に利用される。

イ　正確な時間で輸送でき，環境への影響が他の輸送機関よりも少

ない。

ウ　戸口から戸口への輸送に便利で，宅配便の配送などに利用されている。

エ　輸送のスピードが速く，小型・軽量で高価な貨物や生鮮品の輸送などに利用される。

 Ｐ（ ）　Ｑ（ ）　Ｒ（ ）

⑻　Ⅱの地図中のＡの工業地帯にある東京と各地の旅客輸送を比べると，航空機の利用割合が最も多いのはＢ

の中心都市，Ｃの中心都市，Ｄの都市のうちどれか。記号で答えなさい。 （ と ）

□ Ⅰ

（食料需給表）
1980年 85 90 95 2000 05 10 1815

ア

イ

ウ

エ

0

20

40

60

80

100

120
（％）

□
□
□
□

□

□
□
□ Ⅱ

X

AB

CD

Y

□

□

□

□

□
□
□

1960年度
15.3億t

1980年度
59.9億t

2018年度
48.5億t

P
75.4％

88.8％

91.8％

0.9

7.3

2.8

8.4

Q
15.5

R
9.1

（2020/21年版「日本国勢図会」他）

Ⅲ

□
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1 次の問いに答えなさい。⇨教科書P.168～171，180・181 （⑴完答，⑶～⑸各４点，他各 5 点）

⑴　Ⅰのグラフ中の４都府県のうち，少子高
こう

齢
れい

化
か

が進み人

口が減少していると考えられる都府県をすべて選んで答

えなさい。 （ ）

⑵　Ⅱのグラフのア・イは，秋田県と東京都のいずれかの

人口ピラミッドである。秋田県にあてはまるものを記号

で答えなさい。また，その記号を選んだ理由を簡単に答

えなさい。

記号（ ）

理由（ ）

⑶　日本の人口がおもに分布している場所を，次から選び，記号で答えなさい。 （ ）

ア　離島　　イ　平野　　ウ　山地

⑷　Ⅰのグラフの鳥取県が属する地方の地方中
ちゅう

枢
すう

都市を次から選び，記号で答えなさい。

ア　神戸市　　イ　福岡市　　　ウ　名古屋市　　　エ　広島市

 （ ）

⑸　次の①～③の立地が適している発電を，Ⅲの表

中のア～カからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

①　大都市周辺の沿岸部

②　内陸の山間部

③　火山や温泉地の近く

 ①（ ）　②（ ）　③（ ）

⑹　水力発電や太陽光発電，風力発電，地熱発電な

ど，環
かん

境
きょう

にやさしく，持続的に使用できるエネル

ギーの総称を答えなさい。

 （ ）

⑺　Ⅲの表では2000年から2018年にかけて，原子力発電の発電量が大きく減少している。この原因となった，

2011年３月11日に発生した地震による災害の総称を何というか。答えなさい。また，この災害で発生した原

子力発電の問題点を，簡単に答えなさい。

 災害（ ）

問題（ ）

□ Ⅰ　都府県別の過密地・過疎地の面積割合

（2020年版「データでみる県勢」）（2015年）

秋　田

東　京

大　阪

鳥　取

0.7％

過疎地 92.3
そ
の
他

49.4 23.3

47.6

1.4

56.5

2.0

過密地

□
□

ア イ

％

０

２０

40

60

80
歳

０

２０

40

60

80
歳

8 6 4 2 0 2 4 6 8

男 女

％

０

２０

40

60

80
歳

０

２０

40

60

80
歳

8 6 4 2 0 2 4 6 8

男 女

（総務省「人口推計」）（2019年）

Ⅱ

□

□

1980年 2000年 2018年

ア水力　 　92092 　96817 　87398

イ火力　 401967 　669177 　823589

ウ原子力 　82591  322050 　62109

エ太陽光 － － 　18478

オ風力　 － 　　109 　　6493

カ地熱　 　　871 　　3348 　　2113

合計 577521 1091500 1000409
（単位：百万kWh） （2020/21年版「日本国勢図会」）

Ⅲ　日本の発電電力量の移り変わり

□

□

□

□

□
□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

応用編

30P.168~177，180・181

日本の地域的特色と地域区分⑵
日本の地域的特色と地域区分⑶

単元3
単元4
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⑻　Ⅲの表から読み取れることとして正しいものを，次から選び，記号で答えなさい。 （ ）

ア　水力発電の発電量は，減少し続けている。

イ　火力発電の発電量は，1980年と比べて2018年には約２倍になった。

ウ　地熱発電の発電量が最も多いのは，2018年である。

エ　日本の発電量の合計は，1980年と比べて2018年には500000百万kWh以上増加した。

2 次の問いに答えなさい。⇨教科書P.172～177 （各 5 点）

⑴　Ⅰのグラフは，日本の産業別人口割合の移り変わりを示

しており，グラフ中のＡ～Ｃには，第一次産業，第二次産

業，第三次産業のいずれかがあてはまる。それぞれの産業

にあてはまるものを，Ａ～Ｃから選び，記号で答えなさい。

 第一次産業（ ）

 第二次産業（ ）　第三次産業（ ）

⑵　地図中のＸの臨海部に多くの重化学工業の大工場が立地

している理由を，「原材料」「工業製品」という２つの語句

を用いて，簡単に答えなさい。

　

⑶　近年，内陸部の高速道路沿いでは機械工業がさかんであ

る。高速道路沿いに工場を建設する利点を，簡単に答えな

さい。

　

⑷　Ⅱのグラフは，東京・大阪間の移動時間の変化を示して

いる。新幹線が開通した年をグラフⅡのア～エから選び，

記号で答えなさい。 （ ）

⑸　Ⅲのグラフは，ある輸送機関による日本の輸入品の重量

別の割合を示している。この輸送機関は何か。答えなさい。

また，その輸送機関を答えた理由を，簡単に答えなさい。

 輸送機関（ ）

理由

⑹　近年，情報通信技術（ＩＣＴ）の発達により，人々の消費

生活はどのように変化したか。簡単に答えなさい。

　

□

□
□
□

2019年

A
43.3％

55.6％

B
28.0

C
28.7

34.8 9.6

23.373.4％

（「労働力調査」）

1960年

1980年

3.3

Ⅰ

□

X

□

□

□
□

エ1992年

ウ1964年

イ1958年

ア1912年

0 6 12時間
（「JTB時刻表」他）

12時間45分

6時間50分

4時間

2時間
30分

Ⅱ

□

計　7億5821万t

（2020/21年版「日本国勢図会」）（2018年）

Ⅲ

石炭
25.0％

原油
19.6

鉄鉱石
16.3

その他
23.3

農作物 3.5
液化ガス
12.3


